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今
回
の
推
薦
図
書
は
漫

画
で
す。

今
日、

日
本
文

化
の
一
っ
と
し
て
位
置
づ

け
ら
れ
て
い
ま
す。

国
民

に
と
っ
て
の
娯
楽
に
と
ど

ま
ら
ず、

教
育
・
社
会
問

題
の
啓
発
な
ど
の
役
割
を

果
た
す
ま
で
に
な
っ
て
い

ま
す。

非
核
•
平
和
の
漫

画
と
い
え
ば、
『
は
だ
し
の

ゲ
ン
』

で
す。

『
は
だ
し
の
ゲ
ン
』

は、

中
沢
啓
治
氏
の
ご
自
身
の

原
爆
に
よ
る
被
爆
体
験
を

も
と
に
し
た
自
伝
的
な
漫

画
で
す。

漫
画
雑
誌
の
連

載
か
ら
支
持
を
う
け、

そ

の
後
1
0
0
0
万
部
を
こ

え
る
発
行
部
数
と
な
っ
て

い
ま
す。

被
爆
前
後
か
ら

『
は
だ
し
の
ゲ
ン』（
中
沢

啓
治
作
品）

読みませんか
非核•平莉〇

本“
の
激
動
の
昭
和
史
を
が
む

し
ゃ
ら
に
生
き
て
い
く
主

人
公
・
中
岡
ゲ
ン
の
人
間

味
豊
か
な
姿
を
描
い
て
い

ま
す。

戦
前、

父
親
が
特

高
警
察
の
拷
問
を
う
け
る

実
話
や
戦
後
の
冷
戦
体
制

が
形
成
さ
れ
て
い
く
な
か

で
の
戦
後
民
主
化
へ
の
逆

流
の
動
き
な
ど
の
描
写
は、

歴
史
修
正
主
義
の
立
場
を

と
る
方
々
に
は、
『
は
だ
し

の
ゲ
ン
』

が
国
民
の
中
に

拡
が
る
こ
と
は
嬉
し
く
な

い
こ
と
な
の
で
し
ょ
う。

『
は
だ
し
の
ゲ
ン
』

の
作

品
は、

漫
画
に
と
ど
ま
ら

ず、

実
写
映
画
版
『
は
だ

し
の
ゲ
ン
』
(
1
9
7
6

年
製

作
・
監
督
山
田
典
吾
氏）

で
は、

ゲ
ン
の
父
親
役
に

三
国
連
太
郎、

母
親
役
に

左
幸
子
と
名
優
が
演
じ
て

い
ま
す。

ま
た、

舞
台
・

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
・
朗
読
劇

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
や
朗
読
劇

な
ど
様
々
な
形
で
舞
台
化

さ
れ
て
い
ま
す。

海
外
で

も
『
ゲ
ン
．
m
ヒ
ロ
シ
マ
』

と
題
し
て
し
て
上
演
さ
れ

て
い
ま
す。

被
爆
の
実
相

を
海
外
に
紹
介
す
る
役
割

を
は
た
し
て
い
ま
す。

記

録
映
画
『
は
だ
し
の
ゲ
ン

が
見
た
ヒ
ロ
シ
マ
』（
監
督

石
田
優
子
・
出
演
中
沢
啓

治）

は、

中
沢
氏
が
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
に
答
え
る
形
式

の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
で

す。
さ
ら
に
『
は
だ
し
の
ゲ

ン
』

の
作
品
が
世
界
に
普

及
さ
れ
て
い
き
ま
す。

そ

の
大
き
な
役
割
を
は
た
し

た
の
が、

金
沢
市
在
住
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
か
ら

出
発
し
た
N
P
O
法
人

「
は
だ
し
の
ゲ
ン
を
ひ
ろ

め
る
会」

で
す。

現
在、

英
語
と
ロ
シ
ア
語
の
他、

フ
ラ
ン
ス
語
版、

ド
イ
ツ

語
版、

イ
タ
リ
ア
語
版、

▲『はだしのゲン』英語版

（当会所蔵、 貸出OKです。）

日本語版も平和委員会貸出OK

韓
国
語
版
な
ど
24
か
国

以
上
の
言
語
に
翻
訳
さ
れ

て
い
ま
す。
（
当
会
に
は

「
英
語
版」

が
所
蔵
さ
れ

て
い
ま
す。）

そ
し
て
ユ
ニ
ー
ク
な
の

が、
1
9
8
6
年
か
ら
30

年
以
上
に
わ
た
っ
て
神
田

香
織
氏
に
よ
る
講
談
で
す。

講
談
は
日
本
の
伝
統
芸
能

の
一
っ
で
す。

室
町
時
代

か
ら
の
「
太
平
記」

読
み

か
ら
出
発
し、

江
戸
時
代

に
は
「
講
釈」

と
い
い、

常
設
小
屋
を
持
つ
よ
う
に

な
り
ま
す。

江
戸
末
期
か

ら
明
治
期
に
「
講
談」

と

な
り
全
盛
期
を
迎
え
ま
す。

演
者
が
高
座
に
お
か
れ
た

釈
台
（
し
ゃ
く
だ
い）

と

呼
ば
れ
る
小
さ
な
机
の
前

に
座
り、

で
そ
れ
を
叩
い

て
調
子
を
取
る
修
羅
場

（
ひ
ら
ば）

の
名
調
子
を

見
せ
な
が
ら、

軍
記
物
や

政
談
な
ど
主
に
歴
史
に
ち

な
ん
だ
読
み
物
を
観
客
に

対
し
て
読
み
上
げ
る
芸
能

で
す。

神
田
香
織
氏
は
大

阪
に
お
い
て
も
毎
年、
「
芸

人
九
条
の
会」
（
憲
法
記
念

H
な
ど
で
の
公
演）

で
よ

く
ご
存
知
の
方
も
お
ら
れ

る
か
と
思
い
ま
す。

来
年

1
0
月、

当
会
「
4
0
周

年
記
念
の
つ
ど
い」
（
仮

称）

で
公
演
予
定
と
な
っ

て
い
ま
す。

お
楽
し
み
く

だ
さ
い。
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1
9
00
5

年
の
平
和
行
進

…
被
爆
4
0
周
年、
「
ア
ピ

ー
ル
署
名」

運
動
と
結
ぶ

平
和
行
進(
7
.2

-
9)
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1
9
8
5
年
は、

被
爆

4
0
周
年、

第
2
次
世
界

大
戦
終
結
4
0
年
と
い
う

節
目
の
年
で
し
た。

し
か

し、

年
初
か
ら
レ
ー
ガ
ン

米
大
統
領
は
S
D
I
（
戦

略
防
衛
構
想）

の
推
進
を

表
明、
中
着
根
首
相
は

理

解”

す
る
と
発
言

米
原

子
力
空
母
カ
ー
ル
ビ
ン
ソ

ン
の
横
須
賀
寄
港“

核
の

ャ
リ”
と
言
わ
れ
る
F
16

戦
闘
爆
撃
機
3
機
を一云一
沢

に
配
備、

核
巡
航
ミ
サ
イ

ル
の
米
太
平
洋
艦
隊
へ
の

配
備
・

増
強
は、

日
本
が

ア
ジ
ア
・
太
平
洋
・
中
東

全
体
に
対
す
る
核
脅
迫、

核
攻
撃
の
最
大
拠
点
と
な

っ
て
い
ま
し
た。

日
本
原
水
協
の
呼
び
か

け
に
よ
る
核
兵
器
全
面
禁

止
国
際
署
名
提
唱
と
推
進

の
た
め
の
協
議
会
で、

1

2
か
国
参
加
に
よ
る
「
ヒ

ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ
キ
か
ら

の
ア
ピ
ー
ル」

署
名
運
動

（
核
兵
器
は
人
類
と
共
存

で
き
な
い
緊
急
課
題）

が

始
ま
り
ま
し
た。

核
兵
器

を
抑
止
力
と
す
る
勢
力
と

反
核
•
平
和
勢
力
と
の
対

決
の
年
と
な
り
ま
し
た。

米
ソ
外
相
会
談
で
核
兵
器

廃
絶
が
議
題
に
の
ぼ
り

「
核
兵
器
廃
絶
を
め
ざ

す」

と
の
共
同
声
明
が
発

せ
ら
れ、

3
0
年
ぶ
り
に

核
兵
器
廃
絶
が
国
際
政
治

の
舞
台
に
の
り
ま
し
た。

こ
の
よ
う
な
情
勢
の
も

と、

1
9
8
5
年
原
水
爆

禁
止
世
界
大
会
は、
「
核
兵

器
全
而
禁
止
・
廃
絶」

の

実
現
に
向
け
て
の
内
外
の

世
論
の
力
を
高
め
る
こ
と

が
強
く
求
め
ら
れ
る
世
界

大
会
と
な
り
ま
し
た。

と

こ
ろ
が、

原
水
禁
国
民
会

議
・
総
評
は
世
界
大
会
国

際
会
議
を
意
見
交
換
の
場

と
し
決
議
を
採
択
し
な
い

フ
ォ
ー
ラ
ム
化
や
核
兵
器

廃
絶
を
緊
急
課
題
と
す
る

文
言
削
除、

広
島
で
の
統

一

大
会
は
し
な
い
な
ど、

世
界
大
会
変
質
の
策
動
が
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お
こ

な
わ

れ
ま
し
た。
5

月
衆
議
院
本
会
議
で
核
兵

器
の
究
極
的
廃
絶
決
議
を

共
産
党
以
外
の
全
て

の
会

派
で
決
議 、
自
民
党
は

「『
非
核
都
市
宣
言』
は
日

本
の
平和
に
有
害
で
す」

と
い
う
パ
ン
フ
を
全
国

に

ひ
ろ
げ
る

取
り
糾
み
を

行

っ
て
い
ま
し
た。

レ
ー

ガ
ン
米大
統
領
が

8
月
5
日 、
日
本へ
の
原

爆
投
下
は
「
戦
争
を
終
結

さ
せ
る

た
め」
と

の
発
言

を
し、
原
爆
投
下
を
正
当

化
す
る

な

か
、

1
9
8
5

年
原
水
爆
禁
止
世
界大
会

は 、
変
質
策
動
を
乗
り
越

え
て
「
広
島

から世界
の

人
び
と
へ
の
呼
び

か
け」

を
満
場一
致
で
採
択
し
ま

し
た。1

9
8
5
年
の
国
民
平

和大
行
進
は 、
日
本
原
水

協
が
4
月
3
日

の
担
当
常

任
理
事
会
（
在
京）
で
8

5
年
国
民
平和大
行
進
の

方
針
を
確
認
し
ま
し
た。

そ
の
内
容
は 、
2
月
2
7

日
の
常
任
理
事
会
で
全
国

的
行
進
の
コ
ー

ス、
日
程

の
第一
次
案
を
決
定
し
ま

し
た
が、
日
本
山
妙
法
寺

が
統一
行
進
の
実
施
を
期

待
す
る
申
し
入
れ
を
日
本

原
水
協
は
じ
め
各
団
体
に

行
い
ま
し
た。
原
水
禁
国

民
会
議
は
す
で
に
1
月
段

階
で、
広
島
ー

東
京
と
い

う
従
来

に
逆
行
す
る
コ
ー

ス
を
決
定
し
て
い
ま
し
た。

こ
の
ま
ま
の
事
態
が
経
過

す
れ
ば 、
東
京
ー

長
崎
間

の
平和
行
進
が
三
者
三
様

の
行
進
と

な
る
こ
と
は
明

ら
か
で、
8
5
年
原
水
爆

禁
止
世
界大
会
の
統一
的

開
催
と
そ

の
成
功
の
た
め

に、
す
で
に
決
定
し
た
第

一
次
素
案
の
東
京
ー

広
島 、

広
島
ー

長
崎
間
コ
ー

ス
の

日
程
を
4
月
6
日 、
白
紙

に
戻
す
こ
と
を
決
定
し
ま

し
た。
4
月
9
日 、
国
民

平和大
行
進
中
央
実
行
委

員
会
を
結
成 、
4
月
2
0

日
日
本
原
水
協
全
国
担
当

理
事
会
で
具
体
的
準
備
に

入
る
こ
と
を
決
定
し
ま
し

た。日
本
原
水
協
提
唱 、
8

5
年
原
水
爆
禁
止
国
民
平

和大
行
進
実
行
委
員
会
主

催
の
平和
行
進
は
5
月
9

日 、
東
京
夢
の
島
を
出
発

し
ま
し
た。
全
国
幹
線
11

コ
ー

ス、
8
0
0
0
キ
ロ

に
の
ぼ
る

行
進
で
す。
国

民
平和大
行
進
の
出
発
に

先
立
っ
て
市
民
団
体
の
実

86年平和大行遭の日糧・コ ース
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川西市役所に向かう(7.9)

行
委
員
会
「
8
5
年
反
核

市
民
平和大
行
進・
東
京

ー
広
島
ー

長
崎」
が
出
発

し
ま
し
た。
双
方
の
出
発

集
会
に
は
メ
ッ
セ

ー
ジ

が

紹
介
さ
れ
ま
し
た。

大
阪

で
は 、
5
月
1
3

日
国
民
平和大
行
進大
阪

実
行
委
員
会
が
開
催
さ
れ、

中
央
平和大
行
進
実
行
委

員
会
の
方
針
に
も
と
づ
い

て大
阪
実
行
委
員
会
の
準

備
を
始
め

ま
し
た。
8
5

年
の
平和
行
進
の
日
程
と

コ
ー

ス
は
次

の
通
り
で
す。

行
進
の
取
り
組
み
の
特

徴
は 、
「
ア
ピ
ー

ル」
署
名

運
動
の
推
進、
全
行
政
区

を
結
ぶ
網
の
目

行
進
を
し、

各
自
治
体
で
「
非
核
自
治

体
宣
言」「
核
兵
器
全
面
禁

止
決
議」「
国
家
補
償
に
も

と
づ
く
原
爆
被
害
者
援
護

法
制
を
求
め
る
決
議」
な

ど
の
実
現
に
む
け
て

の
取

り
組
み
な
ど
を
課
題
と

し

て
取
り
組
み
ま
し
た。
柏

原
の
出
発
集
会 、
川
西

の

兵
庫へ
の
引
継
ぎ
集
会
で

は
市
民
平和
行
進
と

の
挨

拶
が
交
わ

さ
れ
ま
し
た。

網
の
目
コ
ー

ス
の
報
告

書

からは次
の
よ
う

な
様

子
が
窺
わ

れ
ま
す。

＊
訊
大
正

ー
守
ロ
コ
ー

▲沿道で署名に応じる市民の方(7.5泉大津市内）

れ者みなシ行途で
ら

の加以 l *ま取加

か

ス＊大りの
まにがどャ進中もえ観が上延ス7.7 すりさ

ら
延 7.6 変く主延

し元あのツ ‘ 参参た衆あのべ 大
゜ 組れ生べ でむ べ

た気りエ ‘ プ加加 ゜ がり参386 みま協 160 平し ゜ 沿 150

ぃ亨需五孟了：亨主萎；芸睾羞［よ誓臨苓i堂：辛
パ ．＂・

』·""
新
常
任
世
話
人
紹
介

日
本
共
産
党

‘
‘
可

大
阪
府
委
員
会

麟
守
屋
純
子

日
本
共
産
党大
阪
府
委

員
会
で
こ

の
た
び 、「
非
核

の
政
府
を
求
め
る大
阪

の

会」
の
担
当

に
な
り
ま
し

た。
守
屋
純
子
で
す。
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す。

学
生
時
代

から
、

核
兵

器
廃
絶
の
運
動
に
平和
行

進
や
署
名
活
動 、

平和
ツ

ア
ー

な
ど
を
通
し
て
と

り

く
ん
で
き

ま
し
た。
き
っ

か
け
は 、
幼
い
頃

に
父
母

や
祖
父
母

から閲

か
さ
れ

た、
空
襲
や
原
爆
体
験
の

話
で
す。
祖
父
と
伯
母
は

当
時
広
島

に
住
ん
で
い
て

被
爆
し
ま
し
た。
と

く
に、

祖
父
は
爆
心
地
の
近
く
の

建
物
の
中
で
被
爆
し
ま
し

た。
軽
傷
を
お
い 、
病
院

に
い
く
途
中
で
「

み
ず

み
ず 、
水」
と
い
い
な
が

らたお
れ
て
い
る
人
に
最

初
は
水
を

あ
げ
て
て
い

た

そ
う

で
す
が、
数
の
多

さ

に
対
応
で
き

な

か
っ

た
こ

と 、
川
に
は

た
く
さ
ん

の

人
の
遺
体
が
浮
い
て
い

た

こ
と 、
職
場
の
同
僚
の
息

子
さ
ん
を

行
方
が
わ

から
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ず
一

緒
に

探
し

て
ま
わ
っ

た
時

に
胸
の

名
札
で
本

人

か
ど
う

か
み
わ
け
る

た
め

に
う
つ

伏
せ

に
な
っ

た
学

生
服
を
着

た
遺
体
を

ひ
っ

く
り
返

し
て
探

し
た
こ

と

な
ど、
原

爆
の
悲

惨
さ

を

き
き、「
原

爆
も
戦
争
も
絶

対
反
対」

と
思
っ

た
こ

と

が
き
っ

か
け
で
す。
最
近、

広
島
の
原

爆
資
料

館
に

い

っ
た
甥
（
高

校
生）

が
と

て
も
シ
ョ
ッ
ク
だ
っ

た
と

教
え
て

く
れ

ま
し
た。

日

本
政

府
を
戦
争
被

爆
国

と

し
て
核
兵

器
廃
絶
を
先
頭

に
た
っ
て
進

め
る
政

府
に

変
え
て

い
く
運
動
を
み
な

さ
ん

と
頑
張
り
ま
す。

◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
 

国
連
軍
縮
週
閏
C
取
り
組

計
に
参
加
し
て

国
連

核
兵

器
廃
絶
国
際

デ
ー
(

9

月
26
日）
に

連

帯
し

て
25
日
に

空
堀
商

店
街
の
空
き
店
舗
で、
広

島
某
町
高

校
の

生
徒

が
描

い
た

「
原

爆
の

絵」
展

と

署
名
宣
伝

行
動
を
開
催。

商
店
街
通

行
の
青
年
や
買

い
物
中
の

人
達

が
足
を
止

め、
展
示

に
見
入
っ
て

い

ま
し
た。

大
阪

原
水

協
の

橋
口
事
務
局
長

が、「
人

間

ら
し

く
生
き
る

こ
と

も
死
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令年度の意見広告 - ---」、\\

0メインスロ ーガン「戦争を やめろ！核兵器をなくせ！」
0サブスロ ー ガン「 日 本政府は一刻も早く 核兵器禁止条約に参加 を！」
◇賛同金：団体 3000 円、個人1000 円
◇申し込み締め切り：11月末、完成12月末 お届け は1月中旬
◇申し込み先：非核の政府を求める大阪の会「意見広告係」

大阪市中央区谷町7- 3- 4 新谷町第3ビル21 0号
TEL:06-6765-3032 FAX:06-6765-3033 

（募集大綱） ゜呼め批器 日しをいぬ
びて准禁本て二核こ

かい ・ 止 政は度丘と
け こ 参 条 府 なと誠も
まう加約 にら繰の許

し ー をへ核な り惨さ
たと 求 の兵い返劇な0
-

口

麟麟麟頸□□戸疇麟麟麟麟芦鱈麟麟麟麟麟麟麟麟麟麟麟□麟麟©

:【非核の会】
喜 ◆：◆近畿交流会（兵庫の会引き受け）
賃 日時：11 月24 日（月・祝）14:00 会場：兵庫県保険医協 会
畠 第 1 部：各府県交流会 第 2 部：市民 学習会「被爆80 年ー 被爆の実相で
コ 明らか になったこと、残された課題」 核兵器を防止する兵庫県医師の会代表郷地秀夫医師 冒
［【関係団体】

［ 置 ◆：◆輝け 憲法！平和といのちと人権を おおさか総がかり集会
鵞 日時：11 月3 日（月・祝）14 : 00~ 13 : 40 オープニング 会場：中之島公園女性像前 ［ 
冒 主催：おおさか総がかり行動実行委員会 喜
g ◆：◆被爆80 年 ・ 今こそ核兵器なくそう市民のつどい協力金 500 円 鵞
9 日時：11 月8日（土）午後2時半～ 会場：高槻市立生涯学習センター 多目的ホ ール ，
g 主催：被爆80 年 ・ 今こそ核兵器なくそう市民のつどい 実行委員会
喜◆：◆第 6 9回大阪母親大会アフター企画 参加費 1000 円 習
鵞 日時：11 月15 日（土）午後1時 30 分 会場：大阪市立社会福祉センター 第 1 会議室 鵞
喜 「こ んな暑い夏、やっ てられへん！地球温暖化による異常気象、止める には？」 g 
i 映像と お話 ・話し合いのひろば 〗
書 主催：大阪母親大会連絡会 i 
喜◆：◆大阪原水協第 63回定期総会 言
喜 日時：11 月20 日（木）午後6時半～ 会場：大阪府社会福祉会館 喜： 主催：大阪原水協 ：言◆：◆大阪革新懇結成45 周年記念「講演と 文化のつどい」参加協力費 1000 円
塁 日時：12 月6 日（土）午後1: 30 開場、午後2:00 開 会 会場：シテイプラザ大阪2F 冒
冒 主催：進歩と 革新をめざす大阪の会（大阪革新懇） ： 
喜◆：◆大阪憲法ミュ ージカル2025 キジムナー 書： 日時：12 月 7 日（日）門真市民文化会館ルミエール ホ ール大ホ ール g 
冒 昼公演：13:00 開演、夜公演：18:00 開演 ：
鷹 12 月 20 日（土）吹田市文化会館メイシアター 大ホ ール 12:00 開演 冒g 主催：大阪憲法ミュ ージカル2025 冒
¢ ｀ 前売券：一般 3500 円、高校 ・ 大学生3000 円、中学生以下 ・ 障がい者2000 円（当日券＋500 円）＇
（）麟麟疇麟麟麟疇麟麟麟□斡麟疇麟翁謬麟）翁麟蕊麟麟麟麟麟麟麟疇麟疇疇麟麟麟疇麟麟麟
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